
経営健全化方針に基づく取組状況（令和元年度）経営健全化方針に基づく取組状況（令和元年度）経営健全化方針に基づく取組状況（令和元年度）経営健全化方針に基づく取組状況（令和元年度）    

    

○法人名○法人名○法人名○法人名：：：：株式会社比婆の森 

 

○経営健全化方針を策定した理由：○経営健全化方針を策定した理由：○経営健全化方針を策定した理由：○経営健全化方針を策定した理由：    

平成 29年度決算において債務超過額 13,080千円が発生したため、策定したもの。 

    

○財政リスクの状況○財政リスクの状況○財政リスクの状況○財政リスクの状況    

 平成 29年度決算 平成 30年度決算 目標達成年度 

（令和５年度） 

債務超過額（千円） ▲13,080 ▲10,709 1,715 

事業の内容に応じて時価

で評価した場合の債務超

過額（千円） 

－ － － 

土地開発公社のうち債務

保証又は損失補償の対象

となっている保有期間 5

年以上の土地の簿価総額

（A）（千円） 

－ － － 

損失補償、債務保証及び

短期貸付けの合計額

（B）（千円） 

－ － － 

標準財政規模（千円）

（C） 

－ － － 

実質赤字比率（％） － － － 

（A）／（C） （％） － － － 

（B）／（C） （％） － － － 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



○○○○主な取り組み状況主な取り組み状況主な取り組み状況主な取り組み状況（令和（令和（令和（令和元年元年元年元年１０１０１０１０月現在）月現在）月現在）月現在） 

【法人自らによる経営健全化のための具体的な対応】 

・レストラン及び仕出し部門の販売強化のため、レストランのイベント回数を増やすと

ともに、チラシの送付先の拡大を行い利用者増加に努めている。 

・宿泊プランの価格改定を行い、利益率の増加に努めている。 

・経理事務を自社対応にするなど経費削減に努めている。 

・仕入先の変更に伴う売上原価の低減に努めている。 

【地方公共団体による財政的なリスクへの対処のための対応】 

・広島県中小企業再生支援協議会や金融機関など外部専門家と協力し策定した「再生計

画書」に基づいた経営が行われているか、定期的にモニタリング会議を開催し、経営

状況の把握に努めている。 

 

○法人の財務状況○法人の財務状況○法人の財務状況○法人の財務状況    

（貸借対照表から）（貸借対照表から）（貸借対照表から）（貸借対照表から）                                                                                                （単位：千円）    

 平成 29年度決算 平成 30年度決算 

資産総額 48,666  55,858  

(うち現預金) （5,211） （9,798） 

(うち売上債権) （5,425） （4,538） 

(うち棚卸資産) （2,978） （2,948） 

負債総額 61,746 66,567 

(内当該地方公共団体からの借入金) 0 0 

純資産総額 ▲13,080 ▲10,709 

 

（損益計算書から）（損益計算書から）（損益計算書から）（損益計算書から）                                                                                                （単位：千円）    

 平成 29年度決算 平成 30年度決算 

経常収益 276,005 239,074 

経常費用 294,370 236,125 

経常損益 ▲18,365 2,949 

経常外損益 9,466 ▲376 

当期純損益 ▲9,353 2,370 

 


